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1.口腔内観察のポイント
どこにどんな
入れ歯？

入れ歯？

痛いとこ
ろは？

ブリッジ

むし歯？

金属冠？

舌は汚れている？

歯肉の腫れ？

自分の歯？
かぶせ物？

唇や口の中が乾
いている？





口腔乾燥の評価

0度（正常） 異常なし

1度（軽度） 唾液の粘性が見られる

2度（中程度）舌の上に小さな唾液の泡が見られる

3度（重度） 舌、粘膜が乾燥していて、ほとんど唾液が認められない

1度（軽度） 2度（中程度） 3度（重度）

1.口腔内観察のポイント



舌の汚れ（舌苔）の評価

舌苔の量の評価

0度…付着無し 1度…少量 2度…明瞭 3度…多量

１度（少し） ２度（明瞭） 3度（多量）

1.口腔内観察のポイント

ぜったい



1.口腔内観察のポイント

《どうやって見る？》

①入れ歯を外す、食物残渣を取る

➁手指で頬や舌を排除する

③ライトを当てる

④デンタルミラーを使う

⑤開口を補助する

④デンタルミラーで舌
頬を排除、歯の裏側を
映して確認

③ライトを使って奥ま
でよく見る

➁手指やデンタルミ
ラーで口や頬を広げる

⑤シリコンチューブ

⑤割り箸
綿棒



2.口腔ケアを行うために準備するもの

〇口腔ケアケアグッズ

・粘膜の清掃 A）スポンジブラシ B）粘膜ブラシ C）くるりーなブラシ
D）舌ブラシ 等

・歯の清掃 1）歯ブラシ 2）歯間ブラシ 3）デンタルフロス 4）小歯ブラシ 等

・義歯の清掃 ア）義歯用ブラシ イ）義歯洗浄剤 ウ）義歯保管容器

・口腔乾燥 a）唾液腺マッサージ b）保湿剤 c）食用油（オリーブ油・ごま油等）

〇口腔ケア介助者

・グローブ ・マスク ・エプロン ・シールド（めがね） 等

〇その他

・うがいコップ ・吸い飲み ・ガーグルべースン ・歯磨剤 ・マウスリンス
・吸引器 等



口腔ケア用ウェットティッシュ

D） B） A） C） C）

2.口腔ケアを行うために準備するもの

【舌・粘膜の清掃】

・粘膜の清掃 A）スポンジブラシ B）粘膜ブラシ C）くるりーなブラシ
D）舌ブラシ 等



【歯ブラシの選び方】
（頭部）

・毛の硬さ：普通から軟らか目

・毛の材料：ナイロン毛

・大きさ：人差し指第一関節

・形態：直線型

（頸部）

・形態：細長い直線型

（把柄部）

・材質：把持しやすく、安定感がある

・形態：頭部から把柄部が直線

2.口腔ケアを行うために準備するもの

・歯の清掃 1）歯ブラシ



【小歯ブラシ】【歯間ブラシ】

2.口腔ケアを行うために準備するもの

【糸ようじ（デンタルフロス）】

・歯の清掃 2）歯間ブラシ 3）デンタルフロス 4）小歯ブラシ



2.口腔ケアを行うために準備するもの

歯を磨くブ
ラシとは別
に準備して
ください

・義歯の清掃 ア）義歯用ブラシ イ）義歯洗浄剤 ウ）義歯保管容器



2.口腔ケアを行うために準備するもの

※口腔乾燥の原因は加齢、服用薬、ストレス、シェーグレン症候群、頭頸部放射線

療法などさまざまです

・口腔乾燥 a）唾液腺マッサージ b）保湿剤 c）食用油（オリーブ油・ごま油等）

※唾液腺マッサージの詳細については
第3章をご参照ください



ブクブクうがいが
できますか？

自分の歯が
ありますか？

できる：ブクブクうがいで口の中の食べカスを除去する事ができます。

できない：清掃用具を使って清掃します
A）スポンジブラシ B）粘膜ブラシ C）くるりーなブラシ 等

ある：歯ブラシや補助清掃用具で清掃します
1）歯ブラシ 2）歯間ブラシ 3）デンタルフロス 4）シングルタフトブラシ 等

ない：歯ぐきや頬の内面、舌を清掃します
A）スポンジブラシ B）粘膜ブラシ C）くるりーなブラシ D）舌ブラシ 等

入れ歯を使用
していますか？

使用している：義歯を外して清掃します
ア）義歯用ブラシ イ）義歯洗浄剤 ウ）義歯保管容器

使用していない：持っているが使用しない場合は理由を確かめる

乾いている：加齢だけではなく、服薬や疾患が原因の場合もあります
a）唾液腺マッサージ b）保湿剤 c）食用油（オリーブオイル・ごま油 等）

乾いていない：対象者の自覚がない場合もあります

口唇や口の中が
乾いていますか？

3.ケアグッズの選択



例1 ※うがいできない

①頬や唇と歯の間に、食べカスが多く
残っている
…口の動き(口腔機能)に問題がある

②歯がある
…歯と歯の間や歯と歯ぐきの境目に
汚れがある

③口腔乾燥は軽度
…唾液腺マッサージを行う

3.ケアグッズの選択

〈チョイス〉
・スポンジブラシ
・歯ブラシ、歯間ブラシ、デンタルフロス
・唾液腺マッサージ



例2 ※うがいができる

①汚れが少ない
…手入れができる環境がある

②歯がある
…歯と歯の間に隙間があり固定している
歯周病で歯が動いている可能性がある

③部分入れ歯が入っている
…孤立した奥歯がある

④口腔乾燥あり
…リップクリーム、唾液腺マッサージ
を行う

〈チョイス〉
・歯ブラシ、歯間ブラシ、小歯ブラシ
・ワセリン（リップクリーム）、唾液腺マッサージ
・義歯ブラシ・義歯洗浄剤

3.ケアグッズの選択



例3 ※上下義歯を使用している
※うがい不十分

①舌の上に汚れがある
…口が渇いている可能性がある

②歯がある
…金属冠と歯ぐきの境目に汚れが残っ
ている

③義歯の内側の構造が複雑
…義歯の清掃が難しい

〈チョイス〉
・スポンジブラシ
・小歯ブラシ
・ワセリン（リップクリーム）・保湿ジェル
・義歯ブラシ・義歯洗浄剤

3.ケアグッズの選択



例4 ※誤嚥の危険がある
※義歯の使用はできない

①舌の上の汚れがある
…口の動きが悪い 口が乾燥している

②歯がある（数本）
…歯と歯の間、歯と歯ぐきの境目に汚れ
が残っている

③口角に炎症がある

〈チョイス〉
・スポンジブラシ
・吸引付き歯ブラシ
小歯ブラシ

・ワセリン 保湿ジェル
ポータブル吸引器

・吸引付きクルリーナブラシ
・吸引付き歯ブラシ

3.ケアグッズの選択



【口腔ケアを行う際の姿勢】

4.基本的なケアの方法



歯垢が付着しやすい箇所

【汚れが付着しやすい部位】

4.基本的なケアの方法

舌

入れ歯の裏

※食べカスや汚れは麻痺側に残りやすい

頬・唇と歯の間



・少なめの水を口に含みクチュクチュうがい
※歯と歯の間を水流が通るように圧をかける

・口唇をしっかりと閉じてブクブクする（頬を動かす）

・誤嚥しないように、頭を前傾させるようにして少なめの水で
ブクブクうがいをするように促す

・うがいができない方は、スポンジブラシや口腔ケアシート
での清拭、可能ならば側臥位や前傾で誤嚥防止をして洗浄
する

【うがい】

4.基本的なケアの方法



【うがいでわかる口腔機能】

ぶくぶく ガラガラ

◆頬が膨らまない
口唇閉鎖、息止めができない

◆飲んでしまう、鼻に回る
（口腔内に保持できない）
軟口蓋、舌後方の動きが悪い

◆飲んでしまう、むせる
舌口蓋閉鎖、口腔保持が不可

一部、咽頭に入り呼気でガラ

ガラと泡立たせる

～歯や歯肉・頬・舌の清掃～ ～主にのどや奥舌の清掃～

4.基本的なケアの方法

ぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶく

～歯や歯肉・頬・舌の清掃～

ぶくぶくぶくぶく



左側麻痺の例

・健側(右側)に顔を向け
吸い飲みで水を流し入れる

・口角を指で押し下げて
口腔内に溜まった水を排出する

4.基本的なケアの方法

【口腔洗浄】



【粘膜清掃具の動かし方】

・清掃用具は濡らして余分な
水分を切ってから使う

・奥から手前に丁寧に動かす

・あまり奥まで入れない

・力を入れすぎない

4.基本的なケアの方法

A）スポンジブラシ B）粘膜ブラシ C）くるりーなブラシ 等



4.基本的なケアの方法

【スポンジブラシの使い方】

①水を含ませてよく絞る

※スポンジブラシ内の水が流れ出ることによって誤嚥してしまうことがある

※口腔内が乾燥していると、汚れが口腔内にこびりついてしまう場合があるため、

汚れにジェルなどを塗布して軟化させてから回収する

保湿ジェルは手の甲でなじませてスポンジブラシにとって使用する

②スポンジブラシは、舌や粘膜の奥から手前に動かして汚れを拭う

※口腔内の粘膜を刺激することで、唾液分泌を促す効果ある

③回収した汚れはガーゼやペーパ－で拭い、水洗いして①②を繰り返す



細菌等

不溶性グルカン
（バリア）

薬剤や免疫物質

・不溶性のグルカンに覆われ、薬剤や免疫物質が浸透しない

・８割が水分で２割が有機質（大半は細菌）

・１g中に500種類以上１０００億個の細菌

【プラーク（歯垢）はバイオフィルム】 ※こすって落とす！

4.基本的なケアの方法

歯の表面



【歯ブラシの使い方】

・持ち方：ペングリップ

・動かし方：1～2本ずつ
小さく動かしながら磨く

・圧力：100ｇ～200g
力を入れすぎない 136ｇ

4.基本的なケアの方法



つま先部分
・奥歯の境目
・一番後ろの歯の奥
・小さな凹凸面

かかと部分
・前歯の裏側
・奥歯の裏や手前側

わき部分
・前歯の境目
・歯の付け根

全面
・かみ合わせ
・歯の表面の広い面

【ブラシ部分の使い方】
4.基本的なケアの方法



【リハビリテーションブラッシング】

・毛先で麻痺のある口唇
や舌をマッサージする。

トントン♪

4.基本的なケアの方法

★歯磨きのついでに！

・歯ブラシの甲部で頬を
内側から伸ばす。



【小歯ブラシ】【 歯間ブラシ・糸ようじ】

4.基本的なケアの方法

・歯の付け根

・最後の歯の奥の面

・ブリッジの隙間

・歯と歯の間の清掃

※使用後はよく
洗って乾燥させる



5.認知症・開口拒否のある方への対応

口腔ケアの刺激や食べ物を噛むことで起こる脳血流の増加は

認知機能の低下予防に繋がる

【ポイント】

〇短時間でケアを行う

〇対象者の体調や生活リズムを把握して、時間やタイミング

をはかり、なるべく同じ人が対応する

〇爽快感を感じてもらう



1）口腔ケア自体が理解できず、なにをされるのか不安に感じる

・歯ブラシがなにかわからない→ 歯ブラシに触れてもらう、一緒に磨いてみる

・口の中を触られるのが嫌→ 脱感作(手や肩､首､顔､口と遠くから徐々に触れていく）

2）過去の口腔ケアで嫌な経験をしたことがある

・痛かった→ 歯ブラシの硬さや大きさを合わせる

・水が喉に流れ込んで苦しかった→ 姿勢の調整､少量の水やマウスリンスでうがい

をする、スポンジブラシを使用する

3）口の中に痛みがある

・むし歯や歯周病、口内炎など→ 痛む箇所を確認して、歯科医院へつなぐ

食事の形態に気を配る

5.認知症・開口拒否のある方への対応

〇認知症の方が口腔ケアを嫌がる理由と対応例



開口拒否
（開口に応じない、指示を認知できない）

【対応方法】

1.ケア中は、開口保持用具を使う

2.リラクゼーション（脱感作）

3.愛護的な操作を心がけ、口腔ケア後の「気持ちよさ」を

実感してもらう

4.下顎歯列と頬の間に指を入れ、徐々に押し下げる

5.Kポイント刺激

5.認知症・開口拒否のある方への対応



1.開口保持器を使う

指ガード

バイトブロック

割りばし綿棒

シリコンチューブ

オーラルバイト

5.認知症・開口拒否のある方への対応



1）声掛けや会話で緊張を和らげる

2）手や肩に触れ、過敏を和らげる

3）頭頚部や顔、口周囲のマッサージをする

5.認知症・開口拒否のある方への対応

２．リラクゼーション（脱感作）

3.愛護的な操作を心がけ、口腔ケア後の「気持ちよさ」を実感
してもらう
・短時間でケアを終わる

・対象者の好みのフレーバーの歯磨剤やマウスリンスを使用する

・軟らかめブラシで、適圧でみがく

・口腔内観察したことをメモしておき、痛みや腫れのある部分を把握して、

強引に清掃しない →専門家に相談する（経緯や部位、写真等を準備する）



4.下顎歯列と頬の間に指を
入れ、徐々に押し下げる

Ｋポイントを押す

5.Ｋポイント刺激

5.認知症・開口拒否のある方への対応



6.保湿剤の選択と効果的な使用方法

・持ち運びにも便利

・乾燥が気になったときに、手軽に使える

2.スプレータイプ

3.ジェルタイプ

1.マウスウォッシュタイプ

・口内の粘膜に密着して、保湿の持続時間が長い

・乾燥が強い場合は口腔ケアの前後に使用する

・ケアの一番最後に通常の洗口液と同じように使用する

・少しとろみがついている

【種類と選択】…乾燥の状態やシーンに合わせて選ぶ

【保湿剤の使用目的】…口腔粘膜や舌に塗布して、乾燥を軽減したり、汚れを軟化
させること



【使用方法】

・マウスウォッシュ・スプレー（リキッドタイプ）

…うがいして吐き捨てる、容器に入れてスプレーする

スポンジブラシ等で塗布する

6.保湿剤の選択と効果的な使用方法

・ジェルタイプ

…舌や指、スポンジブラシ等で薄く伸ばす、手の甲で

馴染ませてスポンジブラシ等塗布する

※口腔ケアの前後、きれいなな口腔に使用する



7.義歯の清掃と管理の方法

クラスプ

・義歯にもバイオフィルムが付着



7.義歯の清掃と管理の方法

※入れ歯のバネ部が壊れたり、プラスチック

部分曲がったりした時に自分で曲げたり、

削ったりすると手を傷つけたり、口の中や

歯を痛めることがありますにで、歯科医院

の受診をお勧めします

義歯洗浄剤

※義歯洗浄剤を使う前には、ブラシ等

で入れ歯の表面をこすり洗いして下

さい



お疲れ様でした


